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概要– 広域災害発生時に救急医療に対応可能な適切な装備を有する DMATを迅速に配置することは多くの人命
を救うために重要である．本論文では，現在人力で行われている DMATの割り当て問題に適用可能な最適化アル
ゴリズムを提案する．実際の災害拠点病院に基づくテストデータを用いた実験の結果，提案手法では 9秒以内に
DMATの適切な割り当て先を決定することが可能であることが示された．
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1 はじめに
DMAT(Disaster Medical Assistance Team)はおお

むね 48 時間以内の急性期から活動可能な機動性を有
する専門医療チームである 1)．DMAT の割り当て問
題に対して，SA(Simulated Annealing)法 3)を用いて
DMATの移動にかかる時間を最小化する研究が既にな
されている 2)．しかし，先行研究では，各都道府県か
ら割り当てられる DMATの数は予め決定されており，
DMATの移動時間のみを最適化の対象としている．本
論文では，各被災県に対してDMATを派遣する都道府
県の決定とDMATの移動時間に加えてDMATの能力
を考慮した割り当て最適化のアルゴリズムを提案する．

2 DMATの割り当て最適化問題
DMATの割り当て問題は，どの災害拠点病院に対し

てどのDMATを派遣するかを決定する問題である．本
論文では，災害により DMATを必要とする県を需要
県，需要県にDMATを派遣する県を供給県と呼び，需
要県における DMATを必要とする災害拠点病院を需
要拠点，供給県におけるDMATを派遣する病院を供給
拠点と呼ぶ．本問題では，1つの供給県は 1つの需要
県にのみ DMATを派遣するという制約条件がある．
本問題の目的関数は，DMATの移動にかかる最大移

動時間 tmax と配置された DMATの平均ランク rmean

の加重和として重み wを用いて次式で表される．

f(D) =
∑
d∈D

(
tmax(Xd) +

T̄

R̄
wrmean(Xd)

)
. (1)

ここで，DMATのランクとは，DMATの能力や装備
を想定し，1∼5の値が与えられ小さいほど優れる．ま
た，Xdは需要県の集合Dのうちのある需要県 dに対す
る DMATの割り当てを表し，T̄ , R̄は全移動時間デー
タの平均値と全 DMATのランクデータの平均値をそ
れぞれ表す．

3 提案手法
提案手法では，制約条件を満たすためにDMATの割
り当て最適化問題を需要県へ供給県の割り当てる上位
問題と各需要県における需要拠点へ DMATを割り当
てる下位問題の 2つの部分問題に分割して最適化する．
上位問題の最適化には山登り法，下位問題の最適化
には SA法を用いる．

Fig. 1: 各重み wと初期解の 100試行中の最良評価値．

4 実験
実際の災害拠点病院をランダムで抽出し，需要県を
愛知県と三重県，供給県を長野県，岐阜県，滋賀県，奈
良県としたテストデータを用いる．全需要拠点が求め
る DMATは 34チームであり，全供給拠点から割り当
て可能な DMATは 54チームである．実験は目的関数
の重みw = 0.01, 1.0, 100を設定し，100試行ずつ行う．
各重み wにおける 100試行中の最良評価値とランダ

ム生成された初期解の w = 1.0における最良評価値を
Fig. 1に示す．いずれも初期解よりも優れる解が得ら
れ，100試行の最適化は 9秒以内に終了した．

5 おわりに
本論文では，DMATの割り当て問題に対して適用可
能な最適化アルゴリズムを提案した．提案手法により，
数十秒以内に需要県と供給県の組合せと DMATの移
動時間と能力のどちらも考慮した複数の割り当て案を
提供することが可能となった．
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